
【図表2】 ERP（Enterprise Resource Planning；企業資源計画）の理解を深める
 ＥＲＰ（enterprise resource planning；企業資源計画 ）とは、企

業・バリューチェーン全体を、経営資源の有効活用の観点から統合的に
管理し、経営の効率化を図るための統合型ソフトウェア（統合基幹業務
システム）です。

 ERPによる、業務と情報の統合により、ヒト・モノ・カネの経営資源の
動き・流れを、リアルタイムに一元管理（情報を一つの場所に集約し、
統一的なルールで管理）することで、情報の共有、業務の効率化、利益

の向上、迅速な経営判断、等を可能にする。Ｐ２参照。
 「２０２５年の崖」をクリアーする、ERP導入を成功させるポイントは、
① 「Fit to Standard」です。つまり業務プロセスを、ERPに沿った標準

化により、変革し、極力カスタマイズを避け、最適な基幹システムに
する必要があります。

② また、機能を拡張するには、アドオンではなく、EPM（企業業績管理）、
WMS（倉庫管理システム）、PLM（製品ライフサイクルマネジメント）
等のベストオブブリード（Ｂｅｓｔ ｏｆ Ｂｒｅｅｄ；各業務に最も
適したシステムやアプリケーションを組合せて利用する戦略）のソ
リューションや、SaaSソリューションなどを、APIによる基幹システム
とのシームレス・タイトな連携を図ることにより、実現することがが
肝要です。それにより、企業変革を図ると同時に、全体最適を実現で

きます。Ｐ３参照。
 機能拡張のイメージ図です。基幹システムとの連携による、全体最適

に沿った、部分最適の実現、を確認してください。 Ｐ４参照。
 SaaS「Blackline」との連携により自動化・効率化・適正化・正確化の

実現事例です。「会社間債権債務差異解消」機能＆自動化、凄いです

ね。。Ｐ５参照。

図は、『SmartStage 「DX時代に求められるERP」』より引用 1

コアERP
（クラウド）

「ポストモダンERP」及び「コンポ―ザブルERP」のイメージ

upgrade
 「ERPパッケージ」は、オンプレミス型で、

それまで分散していた基幹システムを密結
合させ、単一の大規模なシステムとして統
合したERPで、「モノリシック（＝一枚岩
の）型ERP」や「統合型ERP」とも呼ばれ
ています。

 「ERPパッケージ」の『SAP ERP 6.0』
は、改修が難しく、新機能の開発・テ
ストに手間とコストが掛かるという弱
点から「2025年の崖」の象徴的なERP
となったのです。

（注）コンポーザブル (composable) とは、構成可能、組み換え可
能、組み立て可能などの意味。

「2025年の崖」をクリアー出来る、「ポストモダンERP」と
「コンポーザルERP」が、理解を深める対象のERPです



2YouTube“NTT DATA Global Solution Corporation”「新時代のERP導入の成功モデルと実践」より引用

ERPによる業務と情報の共有による可視化 《あるべき社内の「情報伝達」のイメージ》
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YouTube“NTT DATA Global Solution Corporation”「新時代のERP導入の成功モデルと実践」より引用

基幹システムと周辺システムの考え方

（注）B to B＝企業間取引

「２０２５年の崖」をクリアーし、ＤＸの進化と同期する、未来型のＥＲＰの構築が、重要です

（注）
ＴＣＯ；

Total Cost of Ownership

ＡＰＩ；
Application Programming 
Interface
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基幹システム
「SAP Integrated 
Business Planning」は、
サプライチェーン全体
を統合的に計画・管理
するためのクラウド
ベースのソリューショ
ンです。

「SAP Digital Manufacturing」は製造現場と経営現場
をつなぎ、俊敏な業務遂行と持続可能な労働力を強化
するソリューションです。

「SAP Business Data Cloud 」は、すべての SAP データを統合および管理し、サードパーティの
データとシームレスに接続するフルマネージド SaaS ソリューションで、より影響力のある意思
決定を行うためのコンテキストを業務部門のリーダーに提供します。

「SAP Business 
Network」は、SAPが
提供する、B to B（企
業間取引）における
サプライチェーンや
調達プロセスを効率
化するためのクラウ
ドベースのコラボ
レーションプラット
フォームです。バイ
ヤーとサプライヤー
をデジタルで繋ぎ、
より強固で透明性の
あるサプライチェー
ンの構築を支援しま
す。

「BlackLine」は、経理・決算業務の可視化、標準化、自動化、統制強化等の機能を備えた
DXを実現する経理業務変革プラットフォームです。（Ｐ５「ＳＡＰとの最適化事例」参照。）
SAP ERPシステムを導入しても、手作業が残りがちな決算作業や監査対応等を中心に、業務
プロセスや業務データのデジタル化を実現するとともに、ガバナンスの強化を図ります。

周辺ソリューション
とCore（基幹）との

ハーモニー
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経理部長

経理課長

経理担当

営業

「青」はSAP 「橙色」はBlakline。

CFO

ＳＡＰ×BlackLineでの最適化実現事例

凡例
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